
 
 
 

                                            

自然は偉大なる教師       静岡県立観音山少年自然の家 所長 鈴木 由佳子 

 

観音山を訪れた子どもたちは、自然の壮大さやすばらしさ、そして、厳しさに出会います。大自

然の中での活動は想像以上に苦しく、多くの困難に出会います。不便で非日常的な生活の中で、仲

間と力を合わせ、助け合い、時には我慢する場面に出会います。これらの多くの出会いの中で、子

どもたちが大きく変容していく姿を見ることができるのは、私たち所員の大きな喜びです。「夢の坂」

を一歩一歩踏みしめて去っていく子どもたちの姿に、自然の偉大さと本所の存在意義を感じずには

いられません。 

自然の中で、子どもたちは五感を研ぎ澄まし、感受性を豊かにします。困難に出会った子どもた

ちは、自分を励まし、友を励まし、前に一歩踏み出して乗り越えようとするたくましさを身に付け

ます。友との関わりの中で、力を合わせるすばらしさを感じ、新しい自分を発見します。自然は、

今までに感じたことのない「達成感」や「感動」を教えてくれる「偉大な教師」です。 

観音山少年自然の家は、2020 年３月１９日に、利用者 200 万人を達成しました。昭和 48 年

6 月、少年たちの「自然への回帰」を求める教育施設として開所以来、学校をはじめ多くの皆様に

支えられ、親しまれ、この日を迎えることができました。今後も、観音山少年自然の家が、自然と

子どもたちをつなぎ、多くの出会いと感動を与え続ける施設として成長できるよう、所員一同、力

を合わせて励んでまいります。これからも、多くの皆様の御利用を心からお待ちしております。 
 

 

 静岡県立観音山少年自然の家 
〒431-2201 静岡県浜松市北区引佐町東久留女木字観音山 

TEL(053)545-0111 FAX(053)545-0363  

URL:http://www.inh.co.jp/~kannonyama/ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0

20

40

60

80

100

1泊2日 25 23 26 28 35 39

2泊3日 97 94 98 88 83 74

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成30年度 1,942 3,411 4,472 5,435 2,388 2,969 4,399 5,201 2,306 1,846 1,099 546 

令和元年度 2,026 2,833 4,101 4,665 1,943 3,254 3,519 4,547 2,511 2,347 1,009 40 
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静岡県立観音山少年自然の家 

毎年、利用希望の時期が 6～7 月、9～１１月

に集中します。虫さされや熱中症の心配が少ない

冬の時期や土曜日を活用すると、単独入所が可能

となり、学校独自のプログラムが組みやすくなり

ます。また、令和 2 年度は 1 泊 2 日の入所団体

が大幅に増えました。そのため、1 泊 2 日に対応

する新しいプログラムを、皆さんの意見をいただ

きながら、開発していきたいと考えています。 

○「困難克服型プログラム」｢集団協力型プログラム｣ 

本年度後半より活動プログラムを、「たくさん歩いて、粘り強く困難を克服するプログラム」(困難

克服型)と「集団(グループ)で協力して、話し合いながら課題を解決するプログラム」(集団協力型)

に分類しました。これは各入所団体のめあてや子どもたちの実態に沿ったプログラムを提案するこ

とを目的としています。今後のプログラム決定の際の参考にして下さい。 

30年度 206団体 

元年度  195団体 

30年度 36,014人 

元年度  32,795人 

利用団体者数 

月別延利用者数 

小学校の宿泊日数 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「Challenge＆Change」をテーマに掲げ、４泊５日の冒険王国を実施しました。普段は経験できない

自然の中での活動を通して、子どもたちは多くのことに挑戦（Challenge）し、人や自然との関わりの中

で、仲間との協調性、困難を克服する意義などを学び、たくさんの変化（Change）が見られました。 

令和元年度は、どのキャンプも天候に恵まれ、計画通りのプ

ログラムを実施することができました。本年度より、｢冒険王国

ｉｎ観音山｣を 1 日短くしましたが、中身の濃い充実した活動が

できました。どのキャンプでも大学生ボランティアと子どもた

ちが助け合いながら生活する中で、子どもたちは、笑顔ととも

に逞しさを身に付けることができました。 

ばらばらになってしまったシッピーの「知恵」「勇気」「協力」の３つの心を探しに、広大な観音山のエ

リアに冒険に出かけました。数々の課題をクリアし、見事シッピーの心を取り戻すことができました。 

令和元年度のもりもりキャンプは、新型コロナウイルスの影響で中止となりました。340 人以上の応募

者があっただけにとても残念でした。来年度のもりもりキャンプを楽しみにしていてください。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
                              
                                       

 

  
 
                 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

１泊２日のファミリーデーは、今年度から８月と 12 月の開催に変更し、紙すき体験やキャンドル作

り、門松作りなどを行いました。わくわくホリデーでは、たまねぎを染料とした草木染、焼杉を行いま

した。どちらも普段はできない貴重な体験で、家族みんなで楽しい時間を過ごしました。観音山ハイキ

ングでは、山頂を目指す「山頂登山コース」と、観音山のエリアを歩く「森林冒険コース」と２つのコ

ースに分かれてハイキングをしました。どちらのコースでもきれいな富士山が見ることができ、最高の

「富士山の日」イベントとなりました。 

リーダースクール in 観音山には、６大学８学科から大学

生が参加しました。子どもたちと一緒に活動する中で成長し

ていく姿を頼もしく感じました。アウトドア教室では、中高

生が野外活動の知識や技能を学びました。学んだことを地域

や学校で生かして活躍することを願っています。 


